
サマーボランティア

活動報告

この事業は夏休み期間を活用して、福祉施設等でボランティアを体験することで

「思いやりの心」「福祉の心」を育み、将来的なボランティア活動等へのきっか

けづくりを目的に実施している体験活動です。

・年齢の異なる人たちが協力して何かに取り組む

こ

とに魅力を感じました。

・子どもたちとふれ合う事はやっぱり楽しくて

保育士を目指したいと思いました。まだまだ

自分には分からない事が多いのでこれから、

子どもの教育について勉強し、立派な保育士

になりたいと思いました。

・このボランティアで人と接する大切さを知り

ました。すごく楽しかったです。

新たな自分！新たな出会い！新たな楽しさ！

未来を見つける体験です。

活動の様子

体験者の活動記録シートより

（一部抜粋）

・私の夢は保育士で今回このような体験をさせてもら

い貴重な時間となりました。毎日子どもたちの笑顔に

元気づけられました。

２日間のボランティアを通じ１，２歳児の保育体験を

し、言葉が通じないことも多かったですが、常に笑顔

を忘れず、接しました。早くこの職業につきたいと思

いました。

・高齢者施設のボランティアを通して日常生活でも人

と接する時は大きな声で話すこと、気配りを忘れない

ようにしようと思いました。

５０プログラムに３２２名が参加いたしました！

事業所からの感想（一部抜粋）

・卒園生がたくさん来て職員も成長を見ることができ喜んでいま

した。園児とふれあい貴重な体験をして１日の終わりには「楽

しかったです」と笑顔になり私たちも嬉しく思いました。

・障がいの程度が重い子どもが多いので大変だと感じた方もいらっしゃったかと

思います。子どもたちの中には「あのボランティアさん、もう来ないの？」

と聞いてくる子もいました。次につながるような受け入れ側の体制も整える必要が

ありますね。ありがとうございました。


